
（ １ ）事業に対する学校・教職員の理解が不十分（ ２ ）学校における受入体制が十分に整備されていない（ ３ ）学校がボランティアに期待する活動の内容が明確になっていない（ ４ ）コーディネーターと学校との連携が不十分（ ５ ）コーディネーターの力量や意欲の不足（ ６ ）コーディネーターの研修や養成が不十分（ ７ ）コーディネーターの事務負担が大きい（ ８ ）ボランティアの研修や養成が不十分（ ９ ）ボランティアが活動できる時間と学校側が求める活動時間が異なる（１０）学校のニーズに合うボランティアがいない（１１）ボランティアの負担が大きい（１２）ボランティアへの交通費がない（１３）ボランティアへの活動謝金がない（１４）教育委員会と学校や地域社会との連携が不十分（１５）教育委員会としてコーディネーターへの日常的なサポートが不十分（１６）教育委員会として学校へのサポートが不十分（１７）学校とボランティアセンターや公民館等の関係施設との連携が不十分（１８）参考事例となる他の自治体における情報やノウハウ・ツールがない（１９）ＰＴＡや保護者の協力が十分ではない（２０）地域の理解が十分ではない（２１）市町村としての事業に関する今後の方向性が明確でない（２２）その他（２３）課題は感じなかった

質問項目問７　コーディネーターの課題認識　※複数回答
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